
（
令

六
国
グ
後
）

小
　
論
　
文

・
問
題
は
1
～
9
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

・
下
書
き
用
紙
は
中
に
2
枚
入
っ
て
い
る
。

注
意
　
解
答
は
答
案
用
紙
に
縦
書
き
で
記
入
し
な
さ
い
。

小
論
文
　
二
〇
〇
点
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
一
〜
三
に
答
え
な
さ
い
。
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著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐
問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒
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著
作
権
保
護
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観
点
か
ら
︐
問
題
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掲
載
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著
作
権
保
護
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観
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︐
問
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掲
載
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ま
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著
作
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観
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著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐
問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒
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出
典

リ
ー
ビ
英
雄『
我
的
日
本
語
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）よ
り
。
一
部
改
変
し
た
部
分
が
あ
る
。
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作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐
問
題
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掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒
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注１
　『
星
条
旗
の
聞
こ
え
な
い
部
屋
』―
―
筆
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
の
リ
ー
ビ
英
雄（
一
九
五
〇
〜
）が
一
九
九
二
年
に
出
版
し
た
小
説
。

２
　
李
恢
成
―
―
一
九
三
五
～
。
小
説
家
。

３
　
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
―
―
一
九
二
四
〜
一
九
八
七
。
ア
メ
リ
カ
の
小
説
家
、
公
民
権
運
動
家
。

４
　
李
良
枝
―
―
一
九
五
五
〜
一
九
九
二
。
小
説
家
。
一
九
八
九
年
に『
由
熙
』で
芥
川
賞
受
賞
。

５
　
川
村
湊
―
―
一
九
五
一
〜
。
文
芸
評
論
家
。

６
　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
―
―
植
民
地
支
配
や
帝
国
主
義
の
影
響
を
批
判
的
に
と
ら
え
な
お
す
文
学
作
品
。

７
　
司
馬
遼
太
郎
―
―
一
九
二
三
〜
一
九
九
六
。
小
説
家
、
評
論
家
。
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問
一
　
傍
線
部（
ア
）に
つ
い
て
、
著
者
は
、『
由
熙
』に
お
け
る
李
良
枝
の
観
点
が「
そ
れ
ま
で
の『
在
日
文
学
』」と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
と
考
え
て
い
る

か
。
二
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。（
配
点
三
〇
点
）

問
二
　
傍
線
部（
イ
）に
つ
い
て
、
著
者
は
、
李
良
枝
の「
こ
と
ば
の
杖
」と
い
う
表
現
を「
最
高
の
比
喩
」と
評
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が「
最
高
」で

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
三
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（
配
点
五
〇
点
）

問
三
　
傍
線
部（
ウ
）の
問
い
に
つ
い
て
、
著
者
で
あ
る
リ
ー
ビ
英
雄
の
主
張
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
あ
な
た
自
身
の
見
解
を
、
自
分
の
体
験
や
親
し
ん
で

い
る
文
化
に
言
及
し
な
が
ら
、
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
論
じ
な
さ
い
。（
配
点
一
二
〇
点
）
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